
 

 

 

令和 ３年 ６月１１日 

四 国 地 方 整 備 局 

 

 

  新たに「道の駅」を１駅登録 
～四国地方で８９駅に～ 

 

１． 概要 

「道の駅」は、平成５年に制度が創設され、地元の名物や観光資源を生かして、

多くの人々を迎え、地域の雇用創出や経済の活性化、住民サービスの向上にも

貢献しています。 

 今回、四国地方で新たに１箇所の施設が、「道の駅」に登録（令和３年６月１１

日付）されましたのでお知らせします。 

 

２． 新たに登録された施設 ※資料１参照 

 

   ○ くるくる なると （徳島県鳴門市大津町備前島字蟹田の越３３８番地１） 

 

    今回の登録により、四国地方の「道の駅」は８９駅（全国で１，１９３駅）となりまし

た。 

 

 

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.３美しい自然とおもてなしの心による

「視国」観光活性化プロジェクト】に該当します。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 四国地方整備局 道路部 交通対策課  TEL：087－811－8351（直通） 

課長   原田 豊 （内線 4511） 

◎課長補佐 南原 道昭（内線 4512）◎：主な問い合わせ先  



道の駅「くるくる なると」

◆路 線 名：一般国道１１号

◆所 在 地：

◆面積および施設等

・面積：１７，９７１㎡

・施設：駐車場１７１台、トイレ２４器、情報提供・休憩施設、観光案内所、

ベビーコーナー、非常用電源、備蓄倉庫、貯水槽、公衆電話、公衆無線ＬＡＮ、

物販施設、飲食施設、加工室、体験交流研修室、屋内プレイルーム、屋外交流広場、

子どもの遊び場、芝生広場、展望デッキ、バス停、レンタサイクル、ＥＶ充電施設

・整備手法：一体型

◆オープン予定：令和４年度

◆特徴

・農商工連携による「鳴門ブランド」の構築や食文化の情報発信等による「食」の拠点とし

て整備。地域商社としての地場産品、名産品の販路開拓による産業振興を促進

・交通結節点の立地を活かし、周辺のエリアを繋ぐ地域交通、観光のハブ拠点として整備

・高齢者の交流活動や子育て世代の憩いの場の提供等、多世代・地域間交流を促進

・新たな防災思想「フェーズフリー」の考えを参考に、シームレスな道の駅を創出
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道の駅区域

・情報提供・休憩施設
・ベビーｺｰﾅｰ
・物販施設
・飲食施設
・加工室
・屋内プレイルーム
・体験交流研修室
・子どもの遊び場
・観光案内所

駐車場

・備蓄倉庫
・貯水槽
・非常用電源

バス停
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四国「道の駅」マップ（令和３年６月１１日現在）

徳島県 １８駅
香川県 １８駅
愛媛県 ２９駅
高知県 ２４駅

計８９駅

「道の駅」登録状況

18 くるくる なると
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